
毎
まい

年
とし

５月
がつ

５日
か

は、 男
おとこ

の子
こ

の健
すこ

やかな成
せい

長
ちょう

と 幸
しあわ

せを願
ねが

う「端
たん

午
ご

の節
せっ

句
く

」です。 中
ちゅう

国
ごく

から伝
つた

わ

った 行
ぎょう

事
じ

で、別
べつ

名
めい

で「 菖
しょう

蒲
ぶ

の節
せっ

句
く

」ともいいます。もとは邪
じゃ

気
き

を払
はら

うとされる 菖
しょう

蒲
ぶ

やよもぎを

摘
つ

んで、家
いえ

の軒
のき

先
さき

に飾
かざ

ったり、お風
ふ

呂
ろ

に入
い

れたりして無
む

病
びょう

息
そく

災
さい

を願
ねが

う風
ふう

習
しゅう

がありました。江
え

戸
ど

時
じ

代
だい

の武
ぶ

家
け

社
しゃ

会
かい

において、 菖
しょう

蒲
ぶ

が「 尚
しょう

武
ぶ

（武
ぶ

を 尊
とうと

ぶこと）」や「 勝
しょう

負
ぶ

」に通
つう

じることから 男
おとこ

の

子
こ

の節
せっ

句
く

となり、武
む

者
しゃ

人
にん

形
ぎょう

やかぶとなどを飾
かざ

るようになりました。 

５月
がつ

５日
か

は、「こどもの日
ひ

」でもありますが、こどもの日
ひ

は男
だん

女
じょ

関
かん

係
けい

なく、「こども 

の人
じん

格
かく

を重
おも

んじ、こどもの幸
こう

福
ふく

をはかるとともに、母
はは

に感
かん

謝
しゃ

する」ことを目
もく

的
てき

に 

制
せい

定
てい

された国
こく

民
みん

の 祝
しゅく

日
じつ

で、本
ほん

来
らい

は別
べつ

の 行
ぎょう

事
じ

だそうです。 
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風
かぜ

薫
かお

るすがすがしい季
き

節
せつ

になりました。新
しん

年
ねん

度
ど

から１か月
げつ

、 新
あたら

しい環
かん

境
きょう

にも慣
な

れてきたこ

ろでしょうか。ゴールデンウィーク明
あ

けは緊
きん

張
ちょう

感
かん

がゆるみ、 心
こころ

や 体
からだ

に疲
つか

れが出
で

てくる時
じ

期
き

で

す。毎
まい

日
にち

を元
げん

気
き

に過
す

ごせるように、 食
しょく

事
じ

・睡
すい

眠
みん

・運
うん

動
どう

の３つを意
い

識
しき

してみましょう。 

朝
あさ

・昼
ひる

・夕
ゆう

の３ 食
しょく

を決
き

まった時
じ

間
かん

に 

食
た

べましょう。 

主
しゅ

食
しょく

・主
しゅ

菜
さい

・副
ふく

菜
さい

をそろえると、栄
えい

養
よう

のバランスが 整
ととの

いやすくなります。 

早
はや

寝
ね

・早
はや

起
お

きを 心
こころ

がけましょう。 

朝
あさ

起
お

きたら日
にっ

光
こう

を浴
あ

びる 習
しゅう

慣
かん

をつけ

ると、生
せい

活
かつ

リズムが 整
ととの

い、１日
にち

を気
き

持
も

ちよくスタートできます。 

適
てき

度
ど

な運
うん

動
どう

は、 食
しょく

事
じ

をおいしく感
かん

じたり、質
しつ

のよい睡
すい

眠
みん

につながったり

と、いいことがたくさんあります。 

日
にっ

中
ちゅう

は元
げん

気
き

に 体
からだ

を

動
うご

かしましょう。 

給 食
きゅうしょく

では、 

１日（金）に、

かしわもちが 

でます

。 


